
 

 

2014 年 8 月 4 日 

 株式会社カカクコム 

価格.comリサーチ『パソコン・タブレット端末利用調査』 

タブレット端末所有率は 46.6%、前年調査時からほぼ横ばい 

所有メーカーは「アップル」（36.6%）が引き続きトップも、9.5ポイント低下 

パソコンの使用OSは「Windows 7」（56.4%）がダントツ 

「Windows XP」からの移行先も最新「8/8.1」より「7」が多い結果に 

消費者が「今年中の購入」をもっとも検討している情報端末はタブレット端末 

URL： http://kakaku.com/research/report/079/   

 

株式会社カカクコムが運営する購買支援サイト『価格.com（カカクドットコム）： http://kakaku.com/  』

が実施したユーザーへの意識調査「価格.comリサーチ」より、第 79 回価格.comリサーチ 「パソコン・タブレ

ット端末利用調査 2014  -パソコンよりもタブレット!?気になるみんなの使い方-」の結果を一部抜粋の上、ご案

内します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果ダイジェスト】 

●パソコンの所有率・所有台数：所有率はどの年代も 100%に近く、所有台数は全体の 6～7割が

1台。複数台所有は 40 代以上に多い。 

●タブレット端末の所有率：全体の 46.6%が所有。去年調査時（46.9%）と比べ、ほぼ横ばい。 

●パソコンの購入時期と OS：「Windows 8」リリース後の新規購入が過半数以上（57.0%）も、

使用 OSは「Windows 7」（56.4%）が過半数超えでダントツ。「Windows 8/8.1」は 24.5%。 

●所有するタブレット端末のメーカー：「アップル」（36.6%）がトップも、去年調査時（46.1%）

より大幅ダウン。Android勢トップは「ASUS」（12.5%）で「Google」（11.1%）を上回る。 

●タブレット端末の OS：トップは 「Android」（53.5%）。「iOS」（35.7%）のシェアダウン分

をWindows 勢（合計 8.9%）が侵食。 

●パソコンの利用頻度と目的：全体の 83.4%が毎日利用。「ウェブサイト閲覧」（98.7%）、「メー

ル」（95.5%）、「ネットショッピング」（93.8%）が利用用途のトップ 3。 

●タブレット端末の利用頻度と目的：毎日利用（56.7%）含め、約 9 割が週に一度は利用。パソ

コンに比べ、「動画鑑賞」「ゲーム」「電子書籍を読む」などのエンタメ用途の利用が多い。 

●今年中の新規購入・買い替え予定：購入予定の人の割合「タブレット端末」（21.7%）がもっと

も多く、「ノートパソコン」（18.5%）、「スマートフォン」（18.0%）が続く結果に。 

http://kakaku.com/research/report/079/
http://kakaku.com/


 

 

【図 2. タブレット端末の所有率（年代別）】（N=アンケート回答者全員） 

パソコンの所有率・所有台数：すべての年代で 100%近くが所有。所有台数は、全体の 6～

7割が 1台。複数台所有は 40代以上に多い 

パソコンの所有率は、インターネット上のリサーチだけあって 100%に近く、96.1%となった。年代別では、

若年層ほどパソコンの所有率が高く、20 歳未満と 20 代ではほぼ 100%。30～40 代で 96.2%、50 代が 95.5%

で、60 歳以上は 96.0%という結果になった。所有しているパソコンの種類とその所有台数については、デスク

トップパソコン、ノートパソコンいずれかを 1 台所有しているというユーザーが全体の 6～7 割を占めた。年代別

では、デスクトップ、ノートとも、ややブレの大きい 20 歳未満を除くと、50 代がもっともパソコンを多く所有

しているということがわかった。 

◆パソコンの所有率(年代別)：http://kakaku.com/research/report/079/index.html#graph1-1   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレット端末所有率：全体の 46.6%が所有。去年調査時（46.9%）と比べ、ほぼ横ばい 

タブレット端末の所有率は 46.6%とかなり高めに出た。ただし、今から約 1 年前の 2013 年 8 月に調査した結

果（ http://kakaku.com/research/report/072/ ）でも、タブレット端末の所有率は 46.9%となっていたので、

1 年前と比べてみると、ほぼ横ばいと言っていい結果だ。タブレット端末の普及も、ここへ来てやや踊り場にさし

かかっていると見ていいのかもしれない。年代別に見ると、20 代がもっとも所有率が高く、20 歳未満を除けば、

高齢になるに従って所有率は徐々に下がっていく傾向にある。40 代までは半数以上が所有しているのに対し、50

代は半数を切る 46.7%、60歳以上になると 36.3%まで所有率が下がる。 

◆タブレット端末の所有率：http://kakaku.com/research/report/079/p03.html#graph8-1   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1.  所有しているパソコンの内訳(所有台数)】（N=パソコン所有者） 

http://kakaku.com/research/report/079/index.html#graph1-1
http://kakaku.com/research/report/072/
http://kakaku.com/research/report/079/p03.html#graph8-1


 

 

【左：図 3. 所有しているパソコンの購入時期】（N=パソコン所有者） 

【右：図 4. 所有しているパソコンのOS】（N=パソコン所有者） 

パソコンの購入時期とOS：「Windows 8」リリース後の新規購入が過半数以上（57.0%）

も、使用OSは「Windows 7」（56.4%）がダントツ。最新OS「Windows 8/8.1」は 24.5%

にとどまり、「Windows XP」使用者も「7」に乗り換えた模様 

もっとも最近購入したパソコンの購入時期を聞いたところ、比較的多かったのは「2 年前」で 21.2%、次いで

「1 年前」（18.7%）、「3 年前」（17.9%）、「半年以内」（17.1%）となった。逆に「5 年以上前」と回答したユー

ザーは全体の 14.4%のみで、8 割を超える多くのユーザーは、少なくとも 4 年以内にパソコンを新規購入してい

ることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数台を所有している場合は、もっともよく使っているパソコンのOSを回答いただいています。 

 

ちなみに、現在の最新OSである「Windows 8.1」がリリースされたのは 2013 年なので約 1 年前、その前の

「Windows 8」がリリースされたのは 2012 年で約 2 年前となる。このことを結果に当てはめて考えてみると、

「Windows 8」のリリース以降（2 年前～現在）までにパソコンを購入している人は過半数以上おり、「Windows 

8.1」のリリース以降（1 年前～現在）までに購入した人も 35.8%と、かなり多くいることがわかる。 

 

しかし、所有しているパソコンのOSを聞いたところ、圧倒的に多いのは、最新の「Windows 8/8.1」ではなく、

その前の世代の「Windows 7」（56.4%）ということがわかった。「Windows 8/8.1」を使っているユーザーの

割合は、全体の約 4 分の 1 となる 24.5%しかなく、なかでも「Windows 8」の使用比率はわずか 4.2%しかな

いということになった。なお、この 4 月でマイクロソフトの正式サポートが終了した「Windows XP」について

は、使用割合はすでに 4.0%にまで下がっており、ほとんどのユーザーは、少なくともメインマシンに関しては、

Windows XPからほかのOSに乗り換えたということが見て取れる。 

 

おもしろいのは、その乗り換え先が、最新のWindows 8.1 ではなく、その前の世代のWindows 7 だったとい

うことだ。Windows 7 は、Windows XP以降のWindows OSの中では、もっとも安定感があると評価されたバー

ジョンだけあって、今でも愛用しているユーザーが多い。逆に、Windows 8 やその改良版であるWindows 8.1

は、かなり革新的に変わったインターフェイスに賛否両論あり、今でも乗り換えをためらう人が多くいるのだが、

この結果も、こうした状況を如実に表したものと言えるだろう。 



 

 

所有しているタブレット端末のメーカー：「アップル」（36.6%）がトップも、去年調査時

（46.1%）より 9.5ポイントダウン。Android勢のトップは「ASUS」（12.5%）で「Google」

（11.1%）を上回る 

所有しているタブレット端末のメーカーで圧倒的に多いのが、「iPad」を展開している「アップル」で、全体の

約 3 分の 1 となる 36.6%が、アップルの「iPad」を購入していることがわかった。メーカー単体ではアップルの

ひとり勝ちのようにも見えるが、今から約1年前の2013年8月に調査した結果*では、アップルのシェアは46.1%

だったので、9.5ポイントも下がったことになる。もはや、アップルのひとり勝ちという状況は過去のものとなり

つつあることが見て取れる。 

 

なお、Android勢（一部Windows含む）のメーカーで見ると、「ASUS」が 12.5%で、11.1%の「Google」を

抜き、トップとなっていることに注目したい。これまでAndroidタブレットを牽引してきたのは、Googleの「Nexus 

7」だったが、最近ではASUSの「MeMO Pad」が、その価格の安さなどから人気となっており、一大勢力を築き

つつある。約 1 年前の前回調査と比べると、3.9ポイントも上昇しており、大躍進を遂げている。 

 

*2013年 8 月 価格.comリサーチ第 72 回「タブレット端末調査」 http://kakaku.com/research/report/072/  

◆所有しているタブレット端末のメーカー：http://kakaku.com/research/report/079/p03.html#graph10   

※複数台所有している場合は、もっとも直近で購入した端末について回答いただいています。 

タブレット端末のOS：トップは 「Android」（53.5%）。「iOS」（35.7%）のシェアダウ

ン分をWindows勢（合計 8.9%）が侵食 

所有しているタブレット端末の OS では、すでにアップルの「iOS」を「Android」が逆転していることがわか

る。「Android」は過半数となる 53.5%のシェアを持っており、35.7%の「iOS」を 17.8ポイントも上回った。

ちなみに約 1 年前の両者のシェアは、「Android」54.6%、「iOS」41.2%だったので、Android が伸ばしたと言

うより、iOSのシェアが減ったと見たほうがいいだろう。この減ったシェアを食ってきているのが、Windows勢。

合計で 8.9%とまだまだシェアは小さい状況にあるが、今後伸びていく可能性が高く、今後とも注目したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※複数台所有している場合は、もっとも直近で購入した端末について回答いただいています。 

【図 5. 所有しているタブレット端末の OS】（N=タブレット端末所有者） 

http://kakaku.com/research/report/072/
http://kakaku.com/research/report/079/p03.html#graph10


 

 

パソコンの利用頻度と目的：全体の 83.4%が毎日利用。「ウェブサイト閲覧」（98.7%）、「メ

ール」（95.5%）、「ネットショッピング」（93.8%）が利用用途のトップ 3 

全体の 83.4%にものぼる割合の人が、「毎日パソコンを使っている」と回答し、もはやパソコンは生活の一部

となっており、毎日電源を入れて使用するというのが、当たり前のスタイルになっていることがうかがえる。 

利用用途ごとに、ユーザーが 1 日のどれくらいの時間、パソコンを使っているのかを聞いたところ、もっとも

多かったのは「ウェブサイト閲覧」（98.7%）で、次いで「メール」（95.5%）、「ネットショッピング」（93.8%）

で、この 3 つの用途がパソコンの使用用途のトップ 3 となった。 

この 3 つの項目を比べると、「メール」や「ネットショッピング」は、比較的短時間の利用（1 時間未満）が多

いのに対し、「ウェブサイト閲覧」は、1 時間以上の長時間にわたる利用が多いことがわかる。 

そのほかの利用用途で目に付くのは、「写真・映像の管理編集」（78.1%）と、「動画鑑賞」（77.8%）。いずれ

も比較的短時間の利用ではあるが、多くの人がパソコンの利用目的としてあげているのが印象的だ。特に「動画

鑑賞」は、ブロードバンド回線が普及し、「YouTube」や「ニコニコ動画」に代表される大規模映像配信サービス

が登場してから一気にパソコンの主要な利用目的として浮上してきた感があり、最近のトレンドともなっている。 

1 日に「1～3 時間」程度の利用をするというユーザーの割合も、ほかの用途に比べると多く、テレビ代わりに

パソコンで動画を鑑賞しているという人も多そうだ。 

◆所有しているパソコンを利用する頻度：http://kakaku.com/research/report/079/p02.html#graph6   

 

タブレット端末の利用頻度と目的：毎日利用（56.7%）含め、約 9割が週に一度は利用。パ

ソコンに比べ、「動画鑑賞」「ゲーム」「電子書籍を読む」などのエンターテインメント用途の

利用が多い傾向 

タブレット端末の利用頻度としてもっとも多かったのは「毎日」で、半数を超える 56.7%が該当。パソコンに

比べると利用頻度は低めだが、半数以上の人は毎日タブレット端末を何かしらの形で使っているという結果にな

った。その他、「週に数度」利用するという人が、全体の約 3 分の 1 となる 33.4%を占め、ほぼ 9 割の人が週に

一度は、タブレット端末を利用すると回答している。 

1 日のうちにかける利用時間は、全体としてパソコンの場合と似ており、トップは「ウェブサイト閲覧」で 94.4%

となった。ただし、利用時間はパソコンより短めで、ほとんどの人が 1 時間以内の利用にとどまっている。じっ

くり見るというよりは、気になった調べ物だけをサッと行うというイメージかもしれない。そのほかの用途でも、

利用時間自体は、パソコンに比べてかなり短めに出ている。次に多かったのは「メール」（71.0%）、「動画鑑賞」

（67.9%）で、ここでも「動画鑑賞」の割合が高いのが印象的だ。また、パソコンで上位だった「資料・文書の

作成」や「ネットショッピング」での利用割合は低く、「動画鑑賞」や「ゲーム」（48.9%）、「電子書籍を読む」

（51.7%）は高くなっている。やはり、現状では、エンターテインメント用途に使われる傾向が高いといえそう

だ。 

◆所有しているタブレット端末を利用する頻度：

http://kakaku.com/research/report/079/p03.html#graph12  
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【図 6. 1 日のパソコン・タブレット端末平均使用時間（用途別）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日のパソコン平均使用時間（N=パソコン所有者） 

1 日のタブレット端末平均使用時間（N=タブレット端末所有者） 



 

 

今年中の新規購入・買い替え予定：「タブレット端末」（21.7%）がトップ。「ノートパソコ

ン」（18.5%）、「スマートフォン」（18.0%）が続く 

今年中に、各情報端末を新たに購入する予定があるかを聞いた。今後購入予定がある割合がもっとも高かった

のは「タブレット端末」で 21.7%、次いで「ノートパソコン」が 18.5%、「スマートフォン」が 18.0%という

結果になった。やや頭打ち感が出てきたタブレット端末であるが、ほかの端末と比較すると、まだ購買意欲は高

いことがわかる。ノートパソコンも、全体の 2 割近い人が買い換える予定ありと回答しており、そこそこ買い換

え需要は高いといえる。 

◆各端末を新たに購入・買い替える予定：http://kakaku.com/research/report/079/p04.html#graph17  

 

総評： 鎌田剛 カカクコム メディアクリエイティブ部 部長 

 

昨今、タブレット端末が広く普及してきているが、これによってパソコンの利用状況にどのような変化が出て

いるのか、また、タブレット端末自体の利用状況はどのように変わってきているのか、考察した。 

まず、所有率については、パソコンは 100％にかなり近い 96.1％という結果になった。これに対して、タブレ

ット端末は 46.6％で、半数には届かなかったものの、かなり普及していると見ていい数字だ。なお、タブレット

端末は、年齢が若いほど所有率が高く、今回の調査では、20 代の所有率が 56.8％なのに対し、60 歳以上では

36.3％と、年代によってかなりバラつきがあることもわかった。パソコンに関しては、6 割程度が 1 台のみの所

有だが、複数台所有している人も 3 割以上いて、1 人に 1台というのも当たり前のものになりつつあるようだ。 

 

購入時期については、パソコンでは、8 割を超えるユーザーが、少なくとも 4 年以内に新規購入していること

がわかった。今年 2014 年 4月に正式サポートが終了したWindows XPの利用比率はすでに 4.0％まで下がって

おり、乗り換え自体はほぼ完了しているものの、使用 OSについては最新の「Windows 8/8.1」よりも、その前

のバージョンである「Windows 7」が多く、56.4％と圧倒的なシェアという結果に。インターフェイスの大幅な

変更が賛否両論の「Windows 8/8.1」よりも、伝統的なスタイルで安定している「Windows 7」を使い続ける（あ

るいはWindows XPから乗り換えた）ユーザーが多いということが明らかとなった。 

これに対して、タブレット端末は、ここ 2 年内での購入にほぼ集中しており、「半年～1 年前」という割合が

34.0％でもっとも高かった。「半年以内」の割合も 26.5％と比較的高く、ここ 2 年ほどのタブレット端末の人気

を裏付ける結果となっている。OS については、Android が 53.5％でトップとなり、ライバルの iOS を 17.8 ポ

イントも上回った。なお、最近人気のWindowsタブレットのシェアはまだ 8.9％にとどまっている。 

 

続いて、利用用途を見てみると、パソコンは 83.4％が毎日利用しており接触度は非常に高い。これに対して、

タブレット端末のほうは、毎日利用は 56.7％と、パソコンほどにはなっていない。利用用途としては、どちらの

も「ウェブサイト閲覧」や「メール」といった基本的な項目では高いが、パソコンでは「ネットショッピング」

や「ドキュメント作成」が比較的高かったのに対し、タブレット端末では「動画鑑賞」や「ゲーム」「電子書籍」

などが比較的高かった。 

 

この結果から、タブレット端末は、エンターテインメント用途での利用が多く、ネットショッピングの利用も

まだパソコン並みにはなっていないようだ。また、各項目の 1 日の利用時間を見ても、タブレット端末はほとん

どの利用が 1 時間以内に収まっているのに対し、パソコンでは 1 時間を超える項目もあり、じっくり利用されて

http://kakaku.com/research/report/079/p04.html#graph17


 

 

いる印象だ。 

ちなみに、スマートフォンについても、同様のアンケートを行ったが、こちらでも「ウェブサイト閲覧」や「メ

ール」といった基本用途に加えて、「ソーシャル・ネットワーキング（SNS）」や「音楽管理・プレーヤー」「動画

鑑賞」などが高めの割合となった。特に、「動画鑑賞」に関しては、パソコン、タブレット端末、スマートフォン

のいずれでも高めの割合となっており、昨今のトレンドとなっている様子が確認できた。 

 

最後に、これらのデバイスを今年中に購入する予定があるかどうかという質問に対しては、タブレット端末が

21.7％という比較的高い割合で購入予定ありという結果になった。若干、頭打ちの状況も見えてきているタブレ

ット端末であるが、それでもパソコンやスマートフォンに比べると、まだユーザーの購買意欲も高く、人気はし

ばらく続くものと見られる。 

 

※詳細結果、総評全文および過去のリサーチアーカイブは以下 URLをご参照ください 

http://kakaku.com/research/backnumber.html 

【調査パネル】 

調査エリア：全国 調査対象：価格.comID 登録ユーザー 

調査方法：価格.com サイトでの Webアンケート調査 回答者数：4,637 人 

男女比率：男 92.8%：女 7.2%   

調査期間：2014 年 7 月 8日～2014 年 7 月 14 日  

調査実施機関：株式会社カカクコム 

※四捨五入による端数処理のため、合計が 100％にならないことがあります。 

【価格.comサイトデータ】（2014 年 3月末現在） 

月間利用者数 4,966 万人、月間ページビュー10 億 9,392 万 PV、累計クチコミ件数約 1,700 万件 

＜利用者内訳＞PC：3,145 万人 スマートフォン：1,756 万人 フィーチャーフォン：65 万人 

 

【報道に関するお問い合わせ先】 

株式会社カカクコム 広報室 e-mail: HUpr@kakaku.comUH  

 

 
 
 

データの引用・転載時のクレジット表記について 

本調査結果の引用・転載の際は、必ずクレジットを明記くださいますようお願い申し上げます。 

クレジット表示例 

・「価格.comリサーチ」調べ 

・購買支援サイト「価格.com」が実施した調査によると…  

http://kakaku.com/research/backnumber.html
mailto:pr@kakaku.com

